高学年用　　　 　　　ふり返りシート　～雪害編～
　　　　　　　　　小学校　　　年　　組　名前　　　　　　　　　　

　次の災害は、雪の性質「降る」「積もる」「とける」のうち、どの性質が関係しているものでしょうか。線で結びましょう。
①　　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　③　
前が見えなくなる。
道路標識が見えにくくなる。
建物がつぶれる、壊 (こわ)れる。
道はばがせまくなる。
雪解け時期に雪崩 (なだれ)が発生する。
道路が凍り、車がスリップする。



　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　 降る　　　　　　　　　　 積もる                    とける

④　人々は雪と共存して生活しています。先人たちは、冬を安全に過ごすために備え、それが今でも受け継がれています。身のまわりの雪に対する備えの説明として、正しいもの２つに○をつけましょう。
　（○）　縦型の信号機は、雪を積もりにくくするためである。
　（　）　冬前に立てる赤白の棒は、どこまで雪が積もったかわかるようにするためである。
　（○）　雪囲いは、窓が割れたり、庭木が折れたりしないようにするために行う。
　（　）　冬前に遊具を片付けるのは、雪が積もると外で遊ぶ人が誰もいなくなるからである。　スノーポール（冬前に立てる赤白の棒）は、積雪量を測る（知る）ためではなく、歩道と車道の区切りを示すものである。
　冬を安全に過ごすための工夫やその意味を理解できるようにしたい。


☆　防災についての学習を通して思ったことや考えたことを書きましょう。

